
那覇の集中豪雨の特徴 
㈱沖橋エンジニアリング 

大塚 祐治 
１．はじめに 
昨年（平成 21）８月に発生しましたガーブ川の水難事故は、沖縄の気象の特徴を現わす
現象（かたぶい）で発生したものと思われます。この事故をきっかけに私は、沖縄の集中

豪雨のパターンや降雨継続時間および降雨頻度などを調べてみることにしました。本報告

は、沖縄気象台那覇観測所の雨量資料（特に集中豪雨）を収集整理し、私なりに考察を加

えた結果です。本資料が、ガーブ川のような事故を未然に防ぐ材料の一つになることを期

待するものであります。 
 
２．集中豪雨の判定 
 集中豪雨を大雨注意報が発令するときの基準雨量として次の資料を収集しました。また、

収集期間をアメダスによる観測が開始された以降とし、1977（昭和 52）年から現在までの
33 年間としました。この判断により収集できた資料は 70 個になりました。これは、降雨
特徴を把握するのに充分な個数と判断しました。 
 ――集中豪雨の判断基準―― 
  ・時間雨量 40mm以上 
  ・３時間連続雨量 70mm以上 
 
３．降雨特徴 
 那覇の降雨特徴を、降雨継続時間・１降雨の総雨量・ピークの発生時期・月別発生頻度

などで分類してみました。 
 １）短時間集中豪雨 
   沖縄の降雨は、「かたぶい」に代表されるように短時間集中降雨が多いようです。 
  ここでは、有効な降雨を時間雨量５mm とし、これ以上の降雨の継続時間が６時間未
満のものを「短時間集中豪雨」と称しました。この判断基準では全 70降雨中 38降雨
（54％）がこれにあてはまりました。この例を図―１に添付します。この雨の特徴は、
ピーク時間雨量が大きい雨が多いことです。 
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 図―１短時間集中降雨 

 ２）継続降雨 
   短時間集中豪雨とは反対に降雨継続時間の長い降雨もあります。これを「継続降雨」

と称しました。これは、5mm以上の時間雨量が６時間以上継続する雨です。途中で５
mm 以下の時間雨量が１時間だけの場合は降雨が継続していると判断し、このタイプ
の降雨と判断しました。この判断基準では全 70降雨中 24降雨（34％）がこれにあて
はまりました。例を図―２に添付します。この降雨は、総雨量は多くなりますがピー

ク時間雨量は比較的小さいのが特徴です。 

 
        図―２ 継続降雨 

３）要注意降雨 
  前述の継続降雨と時間雨量時間雨量の両方の特徴を持つ雨があります。すなわち、

ピーク時間雨量が大きく（60mm/hr以上）、総雨量が大きい（200mm以上）雨で、こ
れを「要注意降雨」と称しました。例を図－３に添付します。この雨は表－１に示す

観測所に有ります。この表から次のことが読み取れます。 
  ・全 26降雨のうち 18降雨が、平成 10年以降に発生しています。 
  ・全 26降雨のうち 8降雨が那覇に集中しています。 
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             図－３ 要注意降雨 
 

表 － １ ． 沖 縄 本 島 の 用 注 意 降 雨 一 覧 表
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４）２山降雨 
    那覇の降雨の特徴を現わすものに「2 山降雨」があります。これは、１つの連続
した降雨の中にピークが２回発生する降雨です。すなわち、集中豪雨と判定した雨

量（時間雨量40mm以上ないしは３時間雨量70mm以上）が２回含まれる雨量です。 
   ２山降雨の特徴は次のとおりです。 
①沖縄本島では那覇に多く見られる現象です（全 11 降雨のうち６降雨が那覇）。
②この現象も平成 10年以降が多くなってきています。 
③総雨量が多くなります。 
④降雨継続時間は比較的長いが、短い雨（７時間）での発生もあります。 

 
図－４．２山降雨（1998年 10月降雨） 

 
表－２．２山降雨一覧表 
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５）降雨頻度 
  ①年間発生状況 

33年間の発生個数は、70回であるので年平均 2.12回になります。近年 10年では
26回（平均 2.60回）発生しているので発生頻度は高まっています。平成 13年に６
回が最大発生回数で、一度も発生しなかったのが昭和 55年だけ、１～２回が 20年
あります。これより、「年２回は集中豪雨が発生する」と言えます。 

  ②月間平均 
   発生月別に見ると６月と９月の 11回が最も多くなっています。梅雨と台風の時期
に発生すると考えてよいようです。近年でも、この傾向は続いています。総雨量が

300mmを超えるのは６月から 10月までです。この期間を「集中豪雨注意月間」と
呼べます。 

              表－３．月別発生状況表       
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６）ピークの発生時期 
   ピークの発生する時期は、一つの降雨を１と考えた場合、全 70降雨の単純平均は
ｒ＝0.56 となります。すなわち 24 時間降り続いた雨では 13～14 時間目にピーク
が発生するものになります。これをピーク時間雨量の大きい 10 降雨について算出
するとｒ＝0.64となり、時間雨量の大きい雨のピークは遅くなると言えます。 

 
       表－４．ピーク発生位置算定表（時間雨量の大きい 10降雨） 
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７）確率雨量 
   那覇と名護の確率計算した結果を表－５（長期資料）と表－６（近年 33年間の資
料）に整理しました。この両表を比べると次のことが解ります。 
①那覇は時間雨量と 10分間雨量で 33年間の値が５％程度増えています。近年の
降雨量が増えてきていることを数値が示しています。 
②名護は日雨量から 10分間雨量のすべての値が 10％以上小さくなっています。 
 那覇とは逆に降雨量が少なくなってきています。 
 

        表－５．那覇と名護の確率計算結果（長期資料）       

 
 
表－６．那覇と名護の確率計算結果（近年 33年間の資料） 
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４．終わりに 
  那覇の集中豪雨の特徴をまとめると次のように言えます。 
   ①短時間集中型である（集中豪雨の 54％は６時間以内の降雨である）。 
   ②ピーク時間雨量の大きい雨は長くは降り続かない。 
   ③総雨量の多い雨は、降雨継続時間が長い雨で発生する。 
   ④要注意降雨（ピーク時間雨量 60mm以上、総雨量 200mm以上）は、沖縄本島

では 26 降雨あり、そのうち８降雨が那覇に集中しています。なた、18 降雨が
平成 10年以降で発生しています。 

   ⑤那覇の集中豪雨には２山降雨が有る（70降雨中６降雨有る）。これも沖縄本島で
は那覇に多く見られる現象です（他の９観測所の合計は５降雨）。 

   ⑥集中豪雨は、６月と９月に多い。総雨量 300mm以上の雨は６月から 10月に発
生している。 

   ⑦一降雨のピークは、雨の降り出しからすると中盤より若干後ろに発生する。 
   ⑧近年、雨の量が多くなってきていることにより確率値も大きくなってきている。 
 ――沖縄の集中豪雨に対する考察―― 
  内地の近県どうしは、同じ日に同じような降雨がありますが、沖縄では、隣の観測

所でも違う降雨パターンとなっています。これは、雨の素となる低気圧の違いによる

もので、内地では温帯低気圧で降雨が発生しますが、沖縄では熱帯低気圧で発生しま

す。この２つ低気圧の大きな違いは降雨前線の有無であり、温帯低気圧には前線が有

りますが、熱帯低気圧には前線が有りません。降雨は低気圧の周辺と前線付近で発生

し、前線のない熱帯低気圧は、低気圧がある周辺のみでの降雨となります。熱帯低気

圧の大きくなったものが「台風」であり、小さいものが「かたぶい」です。「かたぶい」

であっても、狭い所に集中して降る雨は極めて強いものとなる場合が有ります。これ

が都市部の緑地の少ない所で発生すると地中に浸透する能力がないために、まとまっ

た洪水となり鉄砲水が発生します。これがガーブ川で発生し、人命を奪うような事故

となったものと思います。 
  我々に必要なことは、沖縄の降雨状況を知ることです。気象台発表は晴れであって

も、また、現地が晴れであっても雲の動きによっては「かたぶい」が発生し、局所的

な集中豪雨が発生する場合があることです。 
  今回は、那覇の降雨について集中豪雨の特徴を把握しましたが、今後は沖縄県全体

での把握も必要ではないかと思っています。 
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